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オーラルセッション ― フルペーパー

地域ブランド資産－価値評価モデルを 
用いたプレイス・アタッチメントの 

規定因に関する研究 
― 萩市の高校生を対象とした実証研究 ―

要約
菅野・若林（2008），和田ほか（2009）の提案する地域ブランド資産－価値評価モデルを援用し，会津若松市を対象とし

た長尾ほか（2019）の先行研究を参考に，同様の手法にて，萩市に通学する高校生を対象として，地域ブランド認識と愛着
の関係性についてアンケート調査及び分析（n=595）を行った。加えて，本研究では調査対象地域内における地域差について
も検討を行うため，出身小学校別の比較も行った。調査分析の結果から，①コミュニティがプレイス・アタッチメントに及ぼす
影響について一定程度の一般性が存在すること，②「外部の視線」が地域ブランド認識および，地域への愛着に影響を及ぼ
すこと，③地域ブランド認識とプレイス・アタッチメントの関係には地域内外における地域差があることが明らかになった。また，
先行研究のコミュニティが地域の愛着を高めるとの因果関係の間に「外部の視線」という概念を加えたことが本研究の発見
事項である。加えて，地域の属性及び，地域での教育や取組みが，調査結果の地域差に影響しているものと示唆された。
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I.	研究の背景

我が国の総人口は，平成 20 年（2008 年）をピークに減
少局面に入り，今後も更なる減少が見込まれ，とりわけ中山
間地域を有する地方自治体の人口減少速度は急激なもの
となっている。こうした人口減少は地域の様々な問題を顕
在化させ，また地域の人口減少の問題は日本全体の低迷を
まねく問題であるとも考えられる。国としても，こうした状況に
対応するために地方創生の取組みを開始し，地域への関
心は高まりつつある。また地域としては，過去の急速な人口
減少の経緯から，その持続可能性は若者にとって魅力のあ
る地域かどうかにかかっているといえる。そして，地域内外
の人々に地域への愛着や誇りを形成することで訪問・滞在・
居住意向を高め，地域の持続的な発展につながるものと考
えられる。このような持続可能なまちづくりを目指す上で，有
効な手法の一つに地域ブランドがある。

II.	 先行研究の整理

地域ブランドの研究動向は，特産品などのモノや観光地

を対象とした地域ブランド論と地域そのものをブランド化の
対象にした地域ブランド論の2つに大別される。これら先
行研究の流れの中で，本研究では後者の地域そのものを
ブランド化の対象にした「地域空間ブランディング」を対象
に絞り研究を進める。そこで，菅野・若林（2008），和田ほ
か（2009）の提案する地域ブランド資産－価値評価モデル
を援用し，「地域らしさ」の素地となる地域アイデンティの源
泉としての地域ブランド資産に着目する。そして，長尾ほか

（2019）の先行研究を参考に，地域ブランディング・まちづ
くりを進める上で，若者の地域に対する意識と愛着の関係
を把握し，人口減少が進む中山間地において，若者をター
ゲットとした地域資源の活用，教育の取るべき方向性につい
て示唆を導くことを本研究の目的とする。また，先行研究で
析出された結果に地域差があるのか新たな地域を取り上
げ，検討を行う。

近年では地域ブランド資産－価値評価モデルを用いて
中山間地域を対象とした研究が行われており，長尾ほか

（2019）は，地方中心都市部（会津若松市）における若
者（高校生）の地域ブランド認識や愛着について調査をし
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ている。一方本研究では，会津若松市と比べ人口規模が
半分以下で，中山間地域を有し，高齢化率の高い萩市の
公立高校の生徒を対象とする。城下町を有し，歴史上の事
物が観光資源として存在する点には，会津若松市と共通点
がある。しかし，先行研究では，若者に対して，歴史文化因
子のプレイス・アタッチメントへの有意な影響は示されなかっ
た。だが，世界遺産を有し，まちじゅう博物館の取組みや，
明倫小学校での松陰先生（吉田松陰）の朗唱教育等を
実施している萩市では，歴史文化がプレイス・アタッチメント
に対し有意な影響を与える可能性が考えられる。以上のよ
うに，調査対象地域としての，地域の属性（人口規模・高
齢化率等），地域での取り組みの違いが先行研究で有意に
ならなかったパスに影響を与える可能性が考えられる。

III.	調査・分析

1. 調査

本調査は山口県立萩高等学校 2，3 年生 270 名及び，萩
商工高等学校全校生徒 332 名，合計 602 名を対象として，
学内にて質問紙調査を実施した。実施時期は2021 年 5月
であり，有効回答数 595（萩高等学校 264，萩商工高等学
校 331），回収率は99％であった。

調査では先行研究の長尾ほか（2019）と同様に，菅野・
若林（2008），和田ほか（2009）に基づいた地域ブランド
資産に関わる38 項目及び，谷口ほか（2012）に基づいた
プレイス・アタッチメントに関わる12 項目の質問項目につい
て，1 ～ 5 点のリッカート・スケール（1：全くそう思わない～
5：全くそう思う）で評価してもらった。なお，回答のバイアス
を避けるため，乱数を用いて質問項目順を並び替えている。

加えて本調査では，居住地や小学校時の教育がプレイス・
アタッチメントにどのように影響しているのか，地域差につい
ても合わせて分析することを目的に，出身（卒業）小学校
名も同時に尋ねている。

2. 分析

分析については，まず地域ブランド資産に関わる38 項目
について，先行研究と同様の方法で因子分析を行った。因
子分析は最尤法，プロマックス回転を用い，共通性が0.4 未
満の項目を削除し再度，因子分析を行い固有値が1 以上と
なった因子を採用した。さらにプレイス・アタッチメントに関
わる12 項目についても同様のプロセスで因子分析を実施し
た。次に地域ブランド資産の因子を独立変数とし，プレイス・
アタッチメント因子を従属変数として重回帰分析を行った。

また，居住地や小学校時の教育がプレイス・アタッチメン
トにどのように影響しているのか，地域差についても合わせ
て分析を行うため，出身（卒業）小学校によりサンプルを分
け，3つの分析を行う。全体のサンプルを用いての分析を分
析 1，市内小学校出身者と市外小学校出身者とにサンプル
を分け，それぞれ同様の手順で因子分析，重回帰分析を
行い，両分析を比較する分析を分析 2，明倫小学校出身者
と，明倫小学校以外の萩市内小学校出身者とにサンプルを
分け，分析 2と同様に両分析を比較する分析を分析 3とす
る。なお，有効回答数 595の出身小学校別内訳は，萩市内
小学校411（うち，明倫小学校153），市外小学校176，不明

（未記入等）8となっている。なお，分析 1 ～ 3の内容につ
いて，以下の表—1にまとめた。

サンプル 
（出身小学校別）

サンプルを 
分ける意図

具体的な取組・違い 
（萩市内・明倫小）

分析 1 全体 － －

分析 2 萩市内と 
市外の比較

小学校時の地域独自の教育や取組み（歴史を生かした郷
土教育，ふるさと学習等）及び，居住地の違いが地域ブランド
資産への認識及び，プレイ ス・アタッチメントの違いを生み出
している可能性が考えられるため。

・「松陰読本」を活用した松陰教学。
・「わたしたちのふるさと萩」，「郷土萩」を

活用したふるさと学習等。

分析 3
明倫小学校と 

明倫小学校以外 
（市内）の比較

明倫小学校は他の市内小学校に比べ，特に学校自体の歴
史的特色が強く，また朗唱教育等の独自の取組を早くから
行っているため，先行研究では，有意にならなかった歴史文
化とプレイス・アタッチメントの関係について，特に強い有意
性が析出されるのではないかと考えられるため。

・昭和 56 年より実施された朗唱教育。
・旧萩藩明倫館の跡地に建てられた歴史

ある校舎。
・市内中心部に位置。

表—1　分析 1～ 3の要約

出典：筆者作成
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IV.	分析結果

1. 分析 1（サンプル全体）の分析結果

（1） 天井効果がみられた設問の取り扱いについての検討

分析 1の地域ブランド資産評価に関する因子分析の結
果，7つの設問に天井効果がみられた。通常これらの設問
について削除する1）ことが検討されるが，本研究の目的，こ
れらの設問の分析上の重要性を鑑み，削除しないこととし
た。以下，分析 2・3においても同様に取り扱うものとした。

（2） 因子分析・重回帰分析結果

地域ブランド資産の因子を独立変数とし，プレイス・アタッ
チメント因子を従属変数とした重回帰分析の結果を図—1
に示す。このモデルの自由度調整済み決定係数は0.651と
なった。分散分析の結果からもモデル式自体も，1％水準で
統計的に有意である。プレイス・アタッチメントに関する5つ
の要因のうち，伝統文化を除いた4つに1％水準で有意な
影響がみられた。プレイス・アタッチメントに与える影響の強
さは，標準偏回帰係数（β）の大きい順に，歴史，コミュニティ，
社会経済インフラ，食文化であった。また，多重共線性につ
いてVIFの数値より問題がないことを確認している。以降，
分析 2・3も同様にモデルの適合度及び多重共線性に問
題がないことを確認している2）。

また，会津若松市の高校生を対象とした先行研究の分析
結果も合わせて図—2に示す。

（3） 分析 1の発見事実の提示

先行研究で有意にならなかった歴史文化因子との比較
について，本研究では同じ歴史文化因子が抽出されなかっ

たものの，歴史に関し抽出された歴史因子が，β値 0.445と
プレイス・アタッチメントに対し最も強い影響を及ぼす結果と
なった。歴史因子の構成変数の「歴史を感じさせる場所
がある」，「美しい街並みがあると思う」，「歴史的なまち並み
が残っていると思う」から鑑みると，萩市に保存されている
歴史的遺構が，歴史的な美しい街並みという空間的な魅力
を生み出し，若者の地域への愛着を形成していると考えら
れる。これは，先行研究で親和性の低さから有意にならな
かった歴史文化因子と比較し，プレイス・アタッチメントに影
響を与える要素には，地域差が存在することを示唆している
ものと考えられる。一方，伝統文化は有意な影響がみられ
ず，若者にとって芸術や伝統芸能などの伝統文化はあまり
馴染みがあまりなく，地域の愛着へとつながっていないもの
と考えられる。また，コミュニティに関しては先行研究同様，
本研究においても1％水準の正の有意性が示された。

2. 分析 2（萩市内と市外の比較）の分析結果

（1） 市内小学校出身者の分析結果

分析 1と同様に市内小学校出身者の分析結果を図—3
に示す。プレイス・アタッチメントに関する6つの要因のうち，
伝統文化，文化教育を除いた4つに有意な影響がみられ，
観光（食・歴史），コミュニティ，生活環境が1％水準で，社
会経済インフラが5％水準で有意な影響を与える結果となっ
た。プレイス・アタッチメントに与える影響の強さは，図—3
の通りである。なお，第一因子について地域の食と歴史に
関する変数から構成されており，それらを一体の観光資源
と捉えていると考えられるため，「観光（食・歴史）」因子

図—1　重回帰分析結果（分析 1）

出典：筆者作成

サンプル全体，n=595，R²＝0.651

図—2　重回帰分析結果（先行研究）

出典：長尾ほか（2019）P.29 より引用

会津若松市，n=669，R²＝0.446
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と名付けた。

（2） 市外小学校出身者の分析結果

同様に，市外小学校出身者の分析結果を図—4に示す。
プレイス・アタッチメントに関する6つの要因のうち，食文化

（地域独自性），伝統コミュニティを除いた4つに有意な影
響がみられ，歴史文化，社会経済インフラ，食（おいしさ）
が1％水準で，生活コミュニティが5％水準で有意な影響を
与える結果となった。プレイス・アタッチメントに与える影響
の強さは，図—4の通りである。

（3） 分析 2（市内外の比較）の発見事実の提示

市内と市外の比較について，歴史に関する地域ブランド
資産因子の比較に関しては，直接的な比較はできなかった
ものの，歴史に注目し，歴史要素を含んだ市内小学校出身
者の観光（食・歴史）因子と，市外小学校出身者の歴史
文化因子が，それぞれプレイス・アタッチメントに与える影響
について比較を行った結果，市内，市外の順にβ値 0.499，
0.340と市内小学校出身者の観光（食・歴史）因子の方
が相対的に大きい影響をプレイス・アタッチメントに与えてい
ることが確認された。この結果から，市内市外に関わらず，
歴史に関する地域ブランド資産は，地域の愛着形成に正の
影響を及ぼしていると考えられる。また，特に市内に関して
は，歴史と食が結びつくことでプレイス・アタッチメントに対し，
より強い影響を与えている点は特徴的である。

3. 分析 3（明倫小学校と明倫小学校以外の比較）の分析
結果

（1） 明倫小学校出身者の分析結果

明倫小学校出身者の分析結果を図—5に示す。プレイ
ス・アタッチメントに関する7つの要因のうち，伝統文化，生
活コミュニティを除いた5つに有意な影響がみられ，食文
化，歴史が1％水準で，コミュニティ，社会経済インフラ，生活
環境が5％水準で有意な影響を与える結果となった。プレイ
ス・アタッチメントに与える影響の強さは，図—5の通りであ
る。

（2） 明倫小学校以外の市内小学校出身者の分析結果

明倫小学校以外の市内小学校出身者の分析結果を
図—6に示す。プレイス・アタッチメントに関する5つの要因
のうち，社会経済インフラ，伝統文化を除いた3つに有意な
影響がみられ，観光（食・歴史），コミュニティ，街並みが1％
水準で有意な影響を与える結果となった。プレイス・アタッ
チメントに与える影響の強さは，図—6の通りである。

（3） 分析 3（明倫小学校と明倫小学校以外（市内）の比
較）の結果

歴史に関する地域ブランド資産因子の比較に関しては，
直接的な比較はできなかった。しかし，歴史要素を含んだ
因子に注目して，明倫小学校出身者の歴史因子と明倫小
学校以外の萩市内小学校出身者の観光（食・歴史）因
子を比べると，プレイス・アタッチメントに対して，より大きな影

図—3　重回帰分析結果（分析 2）

出典：筆者作成

市内小学校出身者，n=411，R²＝0.662

図—4　重回帰分析結果（分析 2）

出典：筆者作成

市外小学校出身者，n=176，R²＝0.683
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響を与えるのは，明倫小学校以外の市内小学校出身者の
観光（食・歴史）という結果となった。この結果から，歴史
単独としての地域ブランド資産よりも歴史と食が結びついた
一体とした地域ブランド資産の方が，プレイス・アタッチメント
を高める可能性が示唆される。

V.	考察

1. コミュニティとプレイス・アタッチメントの関係

本研究においても先行研究同様にコミュニティがプレイ
ス・アタッチメントに影響を及ぼす結果となった。この結果
から住民同士の内的交流の機会や場を設定するだけでな
く，地域外の人々や多様な価値観を持った人 と々の交流の
機会や場が，若者の地域への愛着を形成しているとの先行
研究の主張の外的妥当性を高めることが示された。

2. 「外部の視線」が地域ブランド認識および，地域への愛
着に及ぼす影響

まず，分析 2の市内小学校出身者と分析 3の明倫小学
校以外の市内小学校出身者の分析から析出された観光
因子がプレイス・アタッチメントに比較的強い正の影響を与
える結果となった点について，地域が外部からどのように見
られているのかという「外部の視線」に着目し考察を深め
たい。井尻（1994）は都市について，見つつ見られること

である「視線の被爆量」という概念を用いて考察している。
全分析を通じてプレイス・アタッチメントに対し，最も大きな

影響を与える結果となった因子は観光（食・歴史）である。
そして，先行研究と比較しても食と歴史が一つの因子として
抽出されたことは本研究特有であること，調査対象とした萩
市が観光地であることから鑑みて，市内に住む若者が観光
地である萩市に訪れる人々の「外部の視線」によって，歴
史と食が一体となった観光という地域ブランド資産として認
識し，その結果，地域の愛着につながっているのではないか
と考えることができる。

これらから，萩市を訪れる観光客等が萩市の歴史的なま
ち並みや食について高く評価し，そうした「外部の視線」
を地域住民が意識することで地域の資産について改めて
自覚し，地域の愛着へとつながっているものと考えられる。

3. 地域内外における地域差

調査対象地域外との地域差と対象地域内での地域差が
存在した。まず，調査対象地域外との地域差については会
津若松市を対象とした先行研究との差が析出され，地域の
属性（人口規模・高齢化率等）及び，地域での教育や取
組み等の内的要因の違いが影響していることに加え，観光
客等の「外部の視線」から改めて地域ブランド資産を認
識する外的要因のこれらが複合的に影響しているものと示

図—5　重回帰分析結果（分析 3）

出典：筆者作成

図—6　重回帰分析結果（分析 3）

出典：筆者作成

明倫小学校出身者，n=153，R²＝0.687 明倫小以外の市内，n=258，R²＝0.650
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唆される。
調査対象地域内での地域差については，歴史に関する

地域ブランド認識や社会経済インフラ因子がプレイス・アタッ
チメントに与える影響などに差がみられた。歴史が関連す
る因子については，全分析を通じてプレイス・アタッチメント
に有意な結果を与えるものとなった。しかし，それぞれ抽出
された因子には違いがあり，まとめると図—7のようになる。
市外が唯一，先行研究らと同様の歴史文化が抽出された
ことから，市外が歴史に関して先行研究らと同様の捉え方
をしている一方，市内は上述したような「外部の視線」を
通じた特殊な捉え方としているものと思われる。さらに市内
の中でも，明倫小学校出身者と明倫小学校出身者以外で
また歴史に関して違った因子が抽出された点は興味深い。
明倫小学校出身者については，朗唱教育等の独自の取組
及び学校自体の歴史的特色の強さ等の内的要因が，「外
部の視線」による外的要因よりも強く影響し，歴史に対する
強い認識を生み出し歴史のみで一つの資産と捉えたものと
考えられる。また同じ歴史因子でも全体と明倫小学校出身
者には構成変数に違いがあり，ここからも明倫小学校出身
者については，独自の教育や取組みなどの内的要因が強く
影響した結果，市内の分析とは異なる歴史因子が抽出され
たものと窺える。つまり，以上のように同じ市の中でも教育や
取組み等の内的要因と「外部の視線」等の外的要因の
影響の強弱により，地域ブランド認識において地域差が生じ
るということである。

VI.	貢献と限界

本研究の第一の貢献は，住民同士の内的交流の機会や
場を設定するだけでなく，地域外の人々や多様な価値観を
持った人 と々の交流の機会や場が，若者の地域への愛着
を形成しているとの先行研究の主張の外的妥当性を高め

たことである。
加えて，「外部の視線」を地域住民が意識することで地

域の資産について改めて自覚し，地域の愛着へとつながっ
ていることが窺えた。これが第二の貢献であると考えられ
る。そしてこれら第一，第二の貢献を合わせて鑑みると，地
域外の人々や多様な価値観を持った人 と々の交流の機会
や場が，地域の魅力を「外部の視線」を通して再発見する
ことにつながり，最終的に若者の地域への愛着を高めるも
のと考えることができる。このように，先行研究のコミュニティ
が地域の愛着を高めるとの因果関係の間に「外部の視線」
という概念を加えたことが本研究の発見事項であると考え
る。

第三の貢献としては，地域ブランド認識とプレイス・アタッ
チメントの関係には地域内外における地域差があることを
明らかにした点である。

続けて，本研究の限界を指摘する。まず，各分析におい
てみられた天井効果の取り扱いである。これについては尺
度，設問内容の変更等も含めて今後検討する必要がある
だろう。また，本研究で得られた結論についても外的妥当
性の面で限界を有する。今回析出された結果の外的妥当
性を高めるためにも，定性的調査をあわせ，さらなる実証の
積み重ねが求められる。最後に今後の課題として，若者の
転出により今回の調査結果がどのように変化するのか，引き
続きの調査が必要である。

注

1） 天井効果やフロア効果が著しく見られたり，中央付近に極端に
偏った回答や，二峰性の回答は不適切な項目として削除する（緒
賀 ,2019）。

2） 目安としてVIF＞10のときに多重共線性があると判断される（寺
島・廣瀬 ,2015）。

図—7　歴史に関する地域ブランド認識の違い

出典：筆者作成
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